
「市政に興味・関心を持ってもらうためにはどうしたら良いか」 

  

  

 
原因：問題意識のなさ 

・生活に危機感がないから 

・切羽詰っていないから 

⇒市政に関心がないと、災害など危機にあった

時に右往左往してしまう 

・課題意識がない 

・情報を得ようとする姿勢がない 

・税金が適切に使われているのか気にならない 

・本当に幸せな暮らしなのか、より幸せな暮ら

しとは何かを考えない 

・町の発展とは何かを考えない 

・「大切にすべきもの」は何かが認知されていな

い 

・宝を生かせているのか気にならない 

・他人に興味がない 

原因：多忙 

・忙しい ・面倒くさい 

・特に若者は他のことに忙しい 

原因：諦め（行政にすぐ「で

きない」と言われる） 

・どうせ無理だろう 

・市民にはあきらめがある 

・ラチがあかない 

原因：他におもしろいことが多すぎる 

・他に興味のある情報があふれている 

原因：ターゲットごとの対策があいまい 

・市には高齢者が多く、外出したがらない 

・若者は若者のやり方でやれる 

・若者は自分に利益がないと動かない 

解決策：行政がすぐにやった事

例づくり（ＰＲ） 

・すぐやる課 

解決策：宣伝力の強化 

・宣伝力の強化に力を入れる 

・人は魅力的な物に惹かれる

ので、「あっ」と思うものを

人の前に出してあげる 

藤川委員（進行）、野口委員（発表）、 

島本委員、内海委員、宍戸委員 

・市民はセンターとか個別案件に関わっ

ていないので関心のもちようがない 

原因：行政は受身 

・行政の変化が弱い 

・市民の方が対応力がある 

・問題意識が行政にない 

・役所は敷居が高い 

・縦割行政 

具体策 

・ＳＮＳの利用 

・ネットを利用して若い人にも

関心を持ってもらう 

・年齢層にあった企画 

・若者の集まる場所で発信強化 

・見やすい情報誌 

・自分に利益があると思わせる 

・広報誌の最後に「何でも意見

よせてください」と記載 

解決策：市民と行政が WIN-WIN

となる発想を持つ 

・町会自治会との連携事業 

・企業（個人）の活用 

具体策：身近な町

を知る機会づくり 

・学校を使う 

・イベント立ち上げ 

・子育て世代活用 

・若者活用 

解決策：行政が出向く 

・関心を持つ市民が少ないな

らば、出向こう 

・原因を探る 

・普段から何に困っているか

聞きに行く 

解決策：ダメなところを素直に市民に見せる 

・体育館に扇風機がつけられないことに対して寄付の申し出

があったりしたら、それを活用できる仕組みをつくる 

解決策：関心を持っても

らえるイベント 

・世の中の時代の変化に行政

が合わせる 

・市民のキーパーソンに頼る 

・ボランタリーに動いてくれ

る人は期待するほどいない 

 

原因：発信力の弱さ 

・広報は果たしてどれく

らいの人が見ている 

・発信力のなさを感じる 


